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Proposed 
System

�他の無線システムの通信状況をセンシングにより感知し、その通信のアプリケー

ション品質（QoE）を大きく損なわないように自システムの無線通信を制御します。
�時々刻々変動する通信環境に応じて、ネットワークのトポロジを動的に変更し、

最適なネットワークを自律的に構成します。

今後、具体的な方式の検討を進めるとともに、無線機の開発を行い、実証実験などを
通じて提案する無線ネットワークの有効性を評価していきます。

【目的】

以下を満たす新しい無線通信方式

の研究開発を行います。

�端末数のスケーラビリティ

�周波数利用効率の向上

� トポロジの動的制御

�他システムの通信状況も考慮した

最適な無線リソースの利用

�自律的な運用性

【背景】

近年、在宅医療や災害現場等における情報通信

の重要性が認識されつつあります。これに伴い、

特に免許不要のISM帯において、医療機器やセ

ンサネットワーク等の無線機器の利用が様々な

シーンで急速に拡大しています。

このため、用途や方式が異なる複数の無線機器

が混在する状況であっても、各アプリケーションの

品質が確保されることが求められています。



●スマートセンシングとスマートセンシングとスマートセンシングとスマートセンシングとQoE指標化指標化指標化指標化

●QoEを考慮したネットワークトポロジ制御を考慮したネットワークトポロジ制御を考慮したネットワークトポロジ制御を考慮したネットワークトポロジ制御

�スペクトログラム等の観測データから、統計的手法を利用したスマートセンシングに

より周囲の他システムの通信状況（無線システム種類、トラフィック種類、QoS値等）

を推定します。

�それらの推定値および自システムの同等の情報から、自他システムのアプリケーショ

ンや状況に応じた、ユーザ体感品質（QoE充足度）を推定します。
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QoEを考慮してネットワークトポロジを構成することで、

より多くの通信端末でアプリケーション品質を確保でき

るようになります。
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QoE算出関数の例

より多くのユーザのアプリケーションでQoE充足度が高まるように
ネットワークトポロジ（端末の接続先AP、使用周波数等）を最適化します。
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